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　承認

依存症治療に関わっている看護師の患者への態度をＡＡＰＰＱを用い
て調査し、アルコール・リハビリテーション・プログラムの内容や看護体
制などの違いで差が出るか考察したい。

利益相反審査判定

倫理委員会審議内容

№1 　 申請者　：　看護師長 長 祥子

課　　　　題
依存症治療に関わる看護師の依存症患者への態度
～ＮＨＯ５施設の状況～

研究の概要

国立病院機構５施設の依存症治療に関わる看護師の患者への態度
をＡＡＰＰＱを用いて調査し、教育体制について考察する。対象は、依
存症患者が入院する病棟に勤務し、研究参加に同意が得られた看護
職員。方法は、ＡＡＰＰＱの合計点数、ＡＡＰＰＱの各構成の点数を各施
設・経験年数で比較し、統計的に解析する。


